
河
内
大
塚
山
古
墳
の
伝
石
室
材
が

反
正
天
皇
丹
比
柴
籬
宮
址
に
移
設

　
今
夏
、
百も

ず
舌
鳥
・
古ふ
る
い
ち
こ
ふ
ん
ぐ
ん

市
古
墳
群
が
世
界
遺
産

に
決
定
し
ま
し
た
。
大
阪
府
で
初
、
国
内
で
は

二
十
三
件
目
と
な
り
ま
す
。
堺
市
の
百
舌
鳥
エ

リ
ア
と
羽
曳
野
市
・
藤
井
寺
市
に
ま
た
が
る
古

市
エ
リ
ア
に
つ
く
ら
れ
た
四
十
九
基
の
古
墳
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
世
紀
後
半
か
ら
五
世

紀
後
半
に
か
け
て
築
造
さ
れ
、
墳ふ
ん
き
ゅ
う丘の
長
さ
が

四
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
仁に
ん
と
く徳
天
皇
陵
古
墳（
大だ
い
せ
ん山

古
墳
）
や
四
二
五
メ
ー
ト
ル
の
応お
う
じ
ん神
天
皇
陵
古

墳（
誉こ
ん
だ田
御ご
び
ょ
う廟
山や
ま

古
墳
）
な
ど
大
規
模
な
前ぜ
ん
ぽ
う方

後こ
う
え
ん
ふ
ん

円
墳
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　
松
原
市
民
の
方
々
も
、
巨
大
古
墳
の
世
界

遺
産
登
録
に
関
心
を
持
た
れ
る
一
方
、「
な

ぜ
、
日
本
で
五
番
目
に
大
き
な
河か
わ
ち内
大お
お
つ
か
や
ま

塚
山

古
墳
が
世
界
遺
産
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
の
」

と
質
問
さ
れ
る
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
河
内
大
塚
山
古
墳
は
、
松
原
市
東
部
の
西

大
塚
1
丁
目
と
羽
曳
野
市
南
恵
我
之
荘
に
境

界
を
接
す
る
全
長
三
三
五
メ
ー
ト
ル
の
巨
大

前
方
後
円
墳
で
す
。
ま
わ
り
に
は
濠ほ
り

も
め
ぐ

ら
せ
て
い
ま
す
。
現
在
、
宮く
な
い内
庁ち
ょ
う
管
理
の
陵

り
ょ
う

墓ぼ

参
考
地
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
お
も
に

平
安
時
代
初
期
の
阿あ

ぼ保
親
王（
平へ
い
ぜ
い城
天
皇
皇

子
）の
墓
と
伝
承
さ
れ
、
明
治
時
代
後
半
ご
ろ

か
ら
は
五
世
紀
後
半
の
雄
ゆ
う
り
ゃ
く略
天
皇
陵
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
研
究
で
、
河
内
大
塚
山

古
墳
は
古
市
古
墳
群
の
中
で
も
、
巨
大
古
墳
が

つ
く
ら
れ
た
最
後
の
六
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
ご

ろ
の
築
造
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す（「
歴

史
ウ
ォ
ー
ク
」8
）。
私
は
大
塚
山
は
も
と
も
と

欽き
ん
め
い明
天
皇
の
陵
と
し
て
築
造
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど

完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
局
、
天
皇
は
葬
ら

れ
ず
、
今
の
飛あ
す
か鳥（
奈
良
県
明
日
香
村
）に
新
た

に
欽
明
陵
を
つ
く
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
河
内
大
塚
山
古
墳
が
登
録
さ

れ
な
か
っ
た
お
も
な
理
由
は
、
㈠
立
地
場
所

が
、
百
舌
鳥
と
古
市
地
域
の
中
間
地
で
あ
り
、

単
独
で
築
か
れ
て
い
る
こ
と
。
㈡
築
造
年
代

が
六
世
紀
中
〜
後
半
で
、
今
回
の
登
録
条
件

が
四
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀
の
古
墳
に
限
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
今
後
、
百
舌
鳥
や
古
市
の
古
墳
群
に
多
く
の

観
光
客
が
来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

本
市
に
も
六
世
紀
代
最
大
の
河
内
大
塚
山
古
墳

が
存
在
す
る
こ
と
に
注
目
を
向
け
、
人
々
の
関

心
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
観
光
客
の
人
々
に
松
原
に
も
足
を
運
ん
で

も
ら
う
た
め
に
は
、
世
界
遺
産
と
な
っ
た

反は
ん
ぜ
い正
天
皇
陵
古
墳（
田た

で

い
出
井
山や
ま

古
墳
）
が
堺

市
堺
区
に
所
在
し
て
い
ま
す
が
、
あ
わ
せ
て

十
八
代
反
正
天
皇
が
王
宮（
ミ
ヤ
コ
）
と
し
た

丹た
じ
ひ比
柴し
ば
が
き
の
み
や

籬
宮
が
、
柴
籬
神
社（
上
田
7
丁
目
）

が
鎮
座
す
る
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

周
知
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
同
時
に
、
河
内
大

塚
山
古
墳
に
設
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
被ひ

葬そ
う
し
ゃ者
の
石
室
材
が
、
古
墳
か
ら
同
社
に
移
さ

れ
、
手ち
ょ
う
ず洗
鉢ば
ち

と
し
て
転
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、
同
石
を
顕
彰
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
柴
籬
神
社
西
入
口
に
、
大
阪
府
が
大
正
八
年

（
一
九
一
九
）に
建
て
た「
丹
比
柴
籬
宮
址
」碑
が

あ
り
ま
す
。南
門
に
も
昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
）

一
月
、
同
じ
く
大
阪
府
が
建
て
た「
反
正
天
皇

柴
籬
宮
址
」の
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　
参
道
を
進
む
と
本
殿
に
至
る
石
段
の
西
側
、
参

集
殿
前
に
手
洗
鉢
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
河
内

大
塚
山
古
墳
に
は
江
戸
時
代
以
降
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
ご
ろ
ま
で
数
十
軒
の
集
落
が
形
成
さ

れ
て
お
り
、
丹た
ん
ぼ
く北
郡
西
大
塚
村
や
同
郡
東
大
塚
村

の
氏
神
で
あ
る
天
満
宮（
大
塚
社
、
菅す
が
わ
ら原
神
社
）
が

前
方
後
円
墳
の
後
円
部
上
に
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
享き
ょ
う
わ和
元
年（
一
八
〇
一
）
に
発
刊
さ
れ
た

『
河
内
名
所
図ず

え会
』
に
描
か
れ
た
河
内
大
塚
山

古
墳
の
頂
上
に
社
殿
が
あ
り
、
石
段
下
左
側

に
数
個
の
巨
石
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

巨
石
が
石
室
材
で
、
そ
の
一
つ
が
神
社
の
手

洗
鉢
に
転
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）
十
二
月
十
八
日
、

東
大
塚
村
の
天
満
宮
が
柴
籬
神
社
に
合
祀
さ

れ
、
手
洗
鉢
も
古
墳
か
ら
神
社
に
移
さ
れ
ま
し

た
。
裏
面
左
側
に
、「
天
満
宮
」の
文
字
を
刻
ん
で

い
ま
す
。
右
側
に
も「
享
和
元
九
月
　
東
大
塚

村
氏
子
」と
あ
り
、
享
和
元
年
に
東
大
塚
村
氏
子

が
天
満
宮
に
奉
納
し
た
も
の
で
す
。
黒く
ろ
う
ん
も
雲
母
の

花か
こ
う
が
ん
崗
岩
で
、
岩
相
は
柏
原
市
平ひ
ら
お
や
ま
尾
山
か
ら
青あ
お
た
に谷

に
か
け
て
分
布
す
る
も
の
と
類
似
し
て
い
ま

す
。
同
地
産
の
石
が
六
世
紀
に
天
皇
の
墓
室
と

し
て
構
築
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
河
内
大
塚
山
古
墳
は
宮
内
庁
の
管
理
に
置
か

れ
、立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

墳
丘
を
め
ぐ
る
濠
の
ま
わ
り
を
一
周
す
る
こ

と
が
で
き
、
二
〇
〜
三
〇
分
ほ
ど
で
完
歩
で

き
ま
す
。
反
正
天
皇
を
祭
神
と
し
、
石
室
材

を
見
学
で
き
る
柴
籬
神
社
も
近
く
で
す
の
で
、

歴
史
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
コ
ー
ス
と
し
て
歩
か

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

河内大塚山古墳と世界遺産
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲柴籬神社の反正天皇丹比柴籬
宮址石碑（左:大正8年、右:昭和

19年）
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▲『河内名所図会』に
描かれた河内大塚山

古墳の社殿と巨石（丸印）

▲河内大塚山古墳の石室材
と思われる「天満宮」手洗鉢
（上田7丁目・柴籬神社）

▲河内大塚山古墳
（松原市教育委員会提供）

手前が北方面
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